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８月
日

曜日
開門

法
要
・
行
事

閉門

午
前

午
後

13
木

9：00
9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

11
時

　�
引
続
き

　�

引
続
き

兼
日
中
法
要
（
嘉
枝
堂
）

 （
晨
朝
並
び
に
闡
如
上
人
御
祥
月
命
日
日
中
法
要
）

永
代
経
総
経

法
話

盂
蘭
盆
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

御
法
主
台
下
御
親
教

復
演
法
話

15
時

15
時
30
分

16
時

17
時

　�

引
続
き

　�

同
時
刻

焚
浄
会
法
要
（
常
楽
堂
前
）

子
ど
も
盆
灯
会
（
常
楽
堂
）

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

盆
灯
会
法
要
（
常
楽
堂
）

盆
提
灯
献
灯
（
中
庭
）

大
ロ
ー
ソ
ク
献
灯
（
中
庭
）

19：00

14
金

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

11
時

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

盂
蘭
盆
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

法
話

15
時

16
時

17
時

　�

引
続
き

　�

同
時
刻

焚
浄
会
法
要
（
常
楽
堂
前
）

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

盆
灯
会
法
要
（
常
楽
堂
）

盆
提
灯
献
灯
（
中
庭
）

大
ロ
ー
ソ
ク
献
灯
（
中
庭
）

15
土

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

11
時

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

盂
蘭
盆
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

法
話

15
時

16
時

17
時

　�
引
続
き

　�
同
時
刻

17
時
30
分

　�

引
続
き

焚
浄
会
法
要
（
常
楽
堂
前
）

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

盆
灯
会
法
要
（
常
楽
堂
）

盆
提
灯
献
灯
（
中
庭
）

大
ロ
ー
ソ
ク
献
灯
（
中
庭
）

往
還
回
向
の
夜

相
続
塔
永
代
経
法
要
（
相
続
塔
前
）

⚫
盂
蘭
盆
会
法
要
を
併
修

往
還
灯
籠
流
し
（
常
楽
堂
曲
水
）

9 月
日

曜日
開門

法
要
・
行
事

閉門

午
前

午
後

20
日

9：00
9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

10
時
30
分

11
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

竹
灯
籠
献
灯
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

⚫
名
号
の
ぼ
り
荘
厳
会
法
要
を
併
修

法
話

16
時

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

⚫
24
日
は
蓮
如
上
人
逮
夜
法
要

17：00

21
月・祝

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

10
時
30
分

11
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

竹
灯
籠
献
灯
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

⚫
御
供
物
奉
納
会
法
要
を
併
修

法
話

22
火・祝

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

10
時
30
分

11
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

竹
灯
籠
献
灯
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

法
話

23
水・祝

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

10
時
30
分

11
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

竹
灯
籠
献
灯
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

⚫
須
弥
壇
法
名
奉
納
会
法
要
を
併
修

御
法
主
台
下
御
親
教

復
演
法
話

24
木

9
時
30
分

　�　�

引
続
き

　�

引
続
き

10
時
30
分

11
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

⚫
25
日
は
蓮
如
上
人
兼
日
中
法
要

永
代
経
総
経

法
話

竹
灯
籠
献
灯
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
常
楽
堂
）

秋
季
彼
岸
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

法
話

25
金

26
土

お  盆  仏  事彼  岸  仏  事
献
灯
提
灯

毎
年
1
万
灯
以
上
の
お
申
し
込
み
が

あ
る
盆
提
灯
。
お
盆
の
期
間
中
、
苑

内
を
厳
か
な
灯
で
彩
り
ま
す
。

冥
加
金
：
１
灯  

5
、0
0
0
円

3
日
間
献
灯

仏ぶ
つ

縁え
ん

セ
ッ
ト 

　
・
夏
　
献
灯
提
灯
（
3
⽇
間
）

　
・
秋
　
⽵
灯
籠
　
（
7
⽇
間
）

　
・
冬
　
初
灯
明
　
（
4
⽇
間
）

⼀
括
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、

通
常
計
1
6
、0
0
0
円
の
と
こ
ろ

 （
献
灯
⽇
数
14
⽇
間
）

▶
1
⼝
　
1
1
、0
0
0
円 

で

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す

申
込
締
切
（
郵
便
振
込
時
）
7
／
31
迄

灯
と
も
し
び

セ
ッ
ト 

　
・
夏
　
献
灯
提
灯
（
3
⽇
間
）

　
・
冬
　
初
灯
明
　
（
4
⽇
間
）

⼀
括
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、

通
常
計
8
、0
0
0
円
の
と
こ
ろ

（
献
灯
⽇
数
7
⽇
間
）

▶
1
⼝
　
7
、0
0
0
円 

で

お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す

申
込
締
切
（
郵
便
振
込
時
）
7
╱
31
迄

年
中
行
事
寄
進
物
ご
案
内

献
灯
大
ロ
ー
ソ
ク

ご
先
祖
の
名
前
が
揮
毫
さ
れ
た
大
ロ

ー
ソ
ク
。
願
人
に
指
定
さ
れ
た
日
に

献
灯
し
ま
す
。
ロ
ー
ソ
ク
の
火
を
通

し
て
先
祖
を
偲
び
ま
す
。

冥
加
金
：
１
灯  

2
、0
0
0
円

指
定
日
1
日
献
灯
（
13
日
・
14
日
・
15
日
）

往
還
燈
籠

蓮
の
花
を
模
し
た
往
還
燈
籠
。
相
続

講
員
の
み
が
お
申
し
込
み
で
き
る
特

別
仏
事
で
す
。

冥
加
金
：

　
終
身
講
員
　
１
灯  

5
、0
0
0
円

　
通
常
講
員
　
１
灯  

7
、0
0
0
円

往
還
回
向
の
夜
（
15
日
夕
刻
）
に
て
奉
灯

※�

お
申
し
込
み
に
は
相
続
講
へ
の
加
入
が
必
要
で
す

竹
灯
籠
【
限
定
2
0
0
灯
】

秋
季
彼
岸
会
期
間
中
、
常
楽
堂
御
本

尊
の
お
足
元
に
、
皆
さ
ま
の
ご
先
祖

の
名
を
記
し
た
竹
灯
籠
を
献
灯
し
ま

す
。

冥
加
金
：
一
口
　
8
、0
0
0
円

御お

仏ぶ

供く

米ま
い

ご
寄
進
い
た
だ
い
た
「
御
仏
供
米
」

は
「
御
供
物
奉
納
会
（
9
月
21
日
）」

に
て
、
本
願
寺
御
紋
入
り
特
製
枡
に

入
れ
、本
堂
余
間
に
荘
厳
さ
れ
ま
す
。

冥
加
金
：
一
口
（
一
合
1
5
0
g
）

　
　
　
　
3
、0
0
0
円

名
号
の
ぼ
り

仏
・
法
の
名
号
の
ぼ
り
は
、
「
名
号

の
ぼ
り
荘
厳
会
（
9
月
20
日
）
」
に

て
、
本
堂
に
荘
厳
さ
れ
ま
す
。
ま
た

各
名
号
の
ぼ
り
は
秋
季
彼
岸
会
期
間

中
、
苑
内
に
荘
厳
さ
れ
ま
す
。

冥
加
金
：
仏
　
2
0
、0
0
0
円

　
　
　
　
法
　
1
0
、0
0
0
円

　
　
　
　
僧
　
5
、0
0
0
円

年
中
行
事
は
ご
先
祖
様
を
想
い
、
い
ま
生
き
て
い
る
、
生
か
さ
れ
て

い
る「
わ
た
し
」を
考
え
る
機
縁
で
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
残
し
、

ご
家
族
み
な
さ
ま
で
お
参
り
し
ま
せ
ん
か
？

各
種
年
中
行
事
寄
進
物
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

重
複
で
の
お
申
し
込
み
を
避
け
る
た
め
、
振
込
用
紙
の
控
え
は
大
切
に
保
管
下
さ
い
。

仏法僧

御仏供米イメージ
（写真は3合です）

秋季彼岸会法要（常楽堂）秋季彼岸会法要（嘉枝堂）

往還燈籠竹灯籠

夏

夏

秋 冬

冬

盂
う

蘭
ら

盆
ぼん

会
え

 秋 季 彼 岸 会

お得な仏事セット
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11 月
日

曜日
開門

法
要
・
行
事

閉門

午
前

午
後

27
金

9：00
9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

13
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

　�

引
続
き

　�

引
続
き

　�

引
続
き

報
恩
講
結
願
逮
夜
法
要
（
嘉
枝
堂
）

「
御
俗
姓
御
文
」
拝
読

改
悔
批
判

初
夜
勤
行

「
御
伝
鈔
」
拝
読

後
夜
勤
行

18：00

28
土

8：00
8
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

10
時

　�

引
続
き

　�

引
続
き

報
恩
講
結
願
晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

報
恩
講
結
願
日
中
法
要
（
嘉
枝
堂
）

・「
報
恩
講
私
記
」
拝
読

・「
嘆
徳
文
」
拝
読

・
坂
東
曲

・
念
仏
十
二
淘

・
和
讃
「
三
朝
浄
土
の
大
師
等
」

御
法
主
台
下
御
親
教

復
演
法
話

12
時
30
分
頃

13
時
頃

16
時

宗
派
授
与
式
（
嘉
枝
堂
）

御
講
果
非
時

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

17：00

12 月
日

曜日
開門

法
要
・
行
事

閉門

午
前

午
後

27
日

9：00
9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

11
時

　�

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

御
煤
払
い

（
嘉
枝
堂 

→ 

常
楽
堂 

→ 

六
角
堂
）

16
時

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

17：00

31
木

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

11
時

　�

同
時
刻

晨
朝
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

除
夜
の
鐘
（
鐘
楼
堂
）

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
）

16
時

　�

引
続
き
歳
末
昏
時
（
嘉
枝
堂
）

献
酒
鏡
開
き

1 月
1

金・祝

9
時
30
分

10
時
10
分

10
時
30
分

11
時

　�

同
時
刻

11
時
10
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

修
正
会
法
要
（
常
楽
堂
）

献
酒
の
儀
（
嘉
枝
堂
）

修
正
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

賀
正
の
鐘
（
鐘
楼
堂
）

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
）

徹
酒
の
儀
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

16
時

昏
時
（
嘉
枝
堂
）

2
土

9
時
30
分

　�

引
続
き

　�

引
続
き

11
時

　�

同
時
刻

修
正
会
法
要
（
嘉
枝
堂
）

永
代
経
総
経

法
話

賀
正
の
鐘
（
鐘
楼
堂
）

初
灯
明
献
灯
（
六
角
堂
）

3
日

御お

講こ
う

果は
て

非ひ

時じ

蓮
如
上
人
の
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
、

平
座
で
僧
俗
共
に
食
し
た
御
講
果
非

時
（
お
斎
）。

仏
教
の
戒
律
に
は
「
昼
過
ぎ
か
ら

翌
朝
ま
で
は
食
事
を
し
な
い
」
と
い

う
決
ま
り
が
あ
り
、こ
の
時
間
を「
非

時
」
と
言
い
ま
し
た
。

報
恩
講
を
終
え
て
か
ら
、
参
列
の

皆
様
と
僧
侶
が
共
に
食
事
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
お
念
仏
に
出
遇
っ
た
慶

び
を
語
り
あ
う
、
そ
れ
が
「
御
講
果

非
時
」
で
す
。

こ
れ
に
倣
い
、
東
山
浄
苑
で
は
11

月
28
日
の
報
恩
講
の
後
、
御
講
果
非

時
を
お
弁
当
に
し
て
ご
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

御
講
果
非
時
弁
当
は
京
都
の
老
舗

料
亭
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
特
別
に

作
っ
て
お
り
ま
す
。

報
恩
講
参
詣
と
共
に
、
食
を
通
し

て
感
恩
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
機

縁
と
し
て
、
本
山
特
製
御
講
果
非
時

弁
当
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

除
夜
の
鐘
・
賀
正
の
鐘

年
末
年
始
、
日
ご
ろ
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
ご
先

祖
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
せ
ん
か
。

除
夜
の
鐘
・
賀
正
の
鐘
で
は
、
ふ
だ
ん
僧
侶
し

か
撞
く
こ
と
が
で
き
な
い
鐘
楼
堂
の
梵
鐘
を
特
別

に
開
放
し
ま
す
。
お
正
月
に
は
浄
苑
中
庭
に
お
い

て
羽
子
板
や
凧
揚
げ
な
ど
の
昔
な
が
ら
の
遊
具
も

無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
。
家
族
全
員
で
感

謝
の
響
き
を
味
わ
い
、
心
新
た
に
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

【
除
夜
の
鐘
】
12
月
31
日
㈭	

午
前
11
時
～
午
後
2
時

【
賀
正
の
鐘
】
1
月
1
日
㈮
～
3
日
㈰
　

	

午
前
11
時
～
午
後
2
時

冥
加
金
：
5
0
0
円

　
　
　（
当
日
申
込
・
予
約
不
要
　
甘
酒
一
杯
接
遇
有
）

※�

先
着
1
0
8
名
に
は
限
定
記
念
品
［
無
量
香
］
を

進
呈
♪

※
お
問
い
合
わ
せ
は
教
化
部
ま
で

　
電
話
０
７
５
︲
３
７
１
︲
１
７
１
７

初は
つ
と
う
み
ょ
う

灯
明

年
の
締
め
く
く
り
、
ま
た
新
た
な
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
常
日
頃
お
見
守
り
く
だ
さ
る
御
本
尊

（
阿
弥
陀
如
来
）
と
ご
先
祖
に
灯
火
を
お
供
え
し
ま

し
ょ
う
。

冥
加
金
：
１
灯 

3
、0
0
0
円

4
日
間
献
灯
（
12
月
31
日
～
1
月
3
日
）
11
時
～
14
時

報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御

祥
月
命
日
に
勤
め
ら
れ
る
浄
土

真
宗
最
大
の
法
要
で
す
。

全
国
か
ら
約
50
名
の
僧
侶
が
本
山
に

参
集
す
る
東
山
浄
苑
の
報
恩
講
。
こ
の

報
恩
講
の
結
願
日
中
法
要
中
に
勤
め
ら

れ
る
「
坂
東
曲
」
は
、
本
山
で
の
み
勤

修
を
許
さ
れ
る
口
伝
の
声
明
で
、
僧
侶

が
首
体
を
前
後
左
右
に
揺
り
動
か
し
て

念
仏
や
和
讃
の
唱
和
を
行
い
ま
す
。

こ
の
坂
東
曲
の
起
源
は
定
か
で
は
な

く
、
越
後
国
に
配
流
と
な
っ
た
親
鸞
聖

人
が
荒
海
に
揺
れ
る
船
中
で
念
仏
を
唱

え
た
と
の
説
や
、
関
東
巡
化
の
際
に
暴

風
雨
に
遭
っ
た
船
中
で
揺
れ
な
が
ら
も

念
仏
を
唱
え
た
と
の
説
な
ど
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
東
本
願
寺
で
し
か
勤
め
ら
れ

る
こ
と
が
無
い
独
特
な
声
明
作
法
（
お

経
の
勤
め
方
）
で
す
。
是
非
、
親
鸞
聖

人
の
御
生
涯
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
大
勢

の
僧
侶
が
一
心
不
乱
に
勤
め
る
「
坂
東

曲
」
を
観
に
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。

報
恩
講
結
願
日
中
法
要
の
「
坂ば

ん

東ど
う

曲ぶ
し

」と
は
？

報恩講結願日中法要（嘉枝堂）

本
願
寺
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

知
的
好
奇
心
を
原
動
力
に
、
多
角
的
に
仏

教
を
読
み
解
く
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
で
、
大

谷
愚
烟
本
願
寺
門
主
と
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
国
際
経
営
学
部
副
学
部
長
・
平
原
憲

道
先
生
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
チ
、
テ
キ

サ
ス
本
願
寺
僧
侶
・
西
原
大
貴
師
が
講
師
を

務
め
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
・

申
し
込
み
はPeatix

か
ら
。

仏
教
と
科
学
の
サ
ロ
ン　

19
：
30
～
21
：
00

⃝

7
月
8
日
（
水
）

フ
ィ
ジ
カ
ル
AI
で
肉
体
労
働
も
な
く
な
る

の
か
？

⃝

8
月
19
日
（
水
）

労
働
の
な
い
社
会
で
我
々
は
ど
う
生
き
る

の
か
？

⃝

9
月
9
日
（
水
）

AI
に
心
・
魂
は
あ
る
の
か
？

Business 2 Buddhism　

10
：
00
～
11
：
30

⃝

7
月
18
日
（
土
）

パ
ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
「
お
金
儲
け
し

て
、
何
が
悪
い
ん
で
す
か
？
」

⃝

8
月
8
日
（
土
）

評
価
経
済
主
義
は
本
当
に
来
る
の
か
？

　

～
お
金
の
存
在
し
な
い
世
界
～

⃝

9
月
19
日
（
土
）

ア
ジ
ャ
イ
ル
な
仏
教

　

～
不
確
実
性
に
生
き
る
～

親
子
仏
法
の
集
い 

～
仏
法
に
親
し
も
う
、
土
に
親
し
も
う

育
て
る
・
作
る
・
い
た
だ
く
こ
と
を
体
験

す
る
中
で
「
い
た
だ

き
ま
す
」「
あ
り
が

た
い
」
の
ゆ
た
か
な

心
を
育
み
ま
す
。

⃝

日
時

　

8
月
を
除
く
第
3
日
曜
日
10
時
～
12
時

⃝

参
加
費

　

１
家
族
１
回 

千
円　

＊
初
回
無
料

＊�

8
月
13
日
は
15
時
30
分
よ
り
「
子
ど
も
盆
灯
会
」

を
開
催
し
ま
す

    （
参
加
費
一
人
１
０
０
円
）

＊�

日
時
や
活
動
内
容
は
、
天
候

や
作
物
の
成
長
状
態
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

清
浄
楽
コ
ン
サ
ー
ト
（
奇
数
月
第
２
日
曜
）

御
講
果
非
時
弁
当

冥
加
金
：
一
人 

5
、0
0
0
円

　
　
　
　
（
事
前
申
し
込
み
制
）

※�

お
申
し
込
み
は
、
東
山
浄
苑
尚
書

　
（
総
合
受
付
）
に
て
お
受
け
し
て
い
ま
す

年末年始仏事

イメージ写真

御
正
忌
報
恩
講

お
煤
払
い
・
歳
末
昏
時
・
除
夜
の
鐘

修
正
会
・
賀
正
の
鐘

賀正の鐘

初灯明

文化のひろば
親
子
仏
法
の
集
い
と
清
浄
楽
コ
ン
サ
ー
ト
の

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

☎
0
7
5
・
5
4
1
・
8
3
9
1
（
９
～
17
時
）

京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト

第
16
回
　
9
月
13
日

「
音
楽
で
感
じ
る
季
の
う
つ
ろ
い
〜
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ
〜
」

第
17
回
　
11
月
8
日

「
オ
ー
ボ
エ
と
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
の
や
わ
ら

か
な
対
話
」

⃝

開
演　

13
時
30
分

⃝

参
加
費　

無
料

＊�

内
容
が
変
更
と
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。


